
営農計画作成の手引き

資料①



農業経営者を目指すあなたへ

あなたは、これまでの社会経験等を踏まえて、より豊かな
人生を歩むために農業を選択されたことと思います。

これから、この手引きも参考にしながら営農計画を考えて
いかれると思いますが、農業を生活の糧とすることが本当に
自分に合っているか、今一度、問いかけてみてください。

□ 農業は、自分自身の体力が資本です。

□ 農業は、言葉の通じない相手（植物や動物）を育てること
で生活の糧を得る産業です。

常に観察を怠らず、素早く判断・実行して結果を確認する、
この作業の繰り返しが求められます。

□ 農業は、自然の力を最大限に活用する産業ですが、同時
に自然災害の被害を受けやすい産業でもあります。

□ 農業は、作物によっては収入を得られる時期が限られ、年
間を見通した資金繰りの能力が必要です。

□ 農業では、栽培や販売にかかる努力も大切ですが、周囲
の人たちと上手につながりをもつ努力が特に重要です。
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【補 足】
営農計画は、認定新規就農者(P2１参照)の認定を受ける際に、添付書

類として必要となります。
また、各種制度資金(P22参照)の借入申請時にも使用します。
営農計画は、通常就農5年目を目標年として作成しますが、資金を

借り入れる場合は、返済が終了する年度まで作成する必要があります。
当然のことながら、計画内容が適正（実現可能）であることが説明

できるよう、個々の記入事項（数値）には明確な根基が必要です。

１ 営農計画とは

－ １ －

営農計画とは、これから農業を開始するあなたの将来目標を設定し、
それを実現するための道筋を誰もが理解できる形に整理する資料で、
今後の農業経営の指針となるものです。

あなたが目指す農業経営のイメージが具体化してきたら、就農予定地
の状況やあなた自身の生活設計、経営に投入できる労働力、手持ちの資
金などを勘案しながら、計画を作成していきます。

実際の作成作業では、労働時間や栽培規模、経営収支、資金繰りなど
経営全般に関係する項目について、所定の様式に記入して完成させます。

なお、実際に農業経営を始めてみると計画通りにいかないことがたく
さん生じてきます。このとき、営農計画に照らして問題点を確認するこ
とで、改善の方向性を明らかにすることができます。

・・・？

ナスを○△ｋｇ収穫
して、売り先は

○□△で、△□円で
売って・・・

栽培技術情報の提供や助言
各種支援制度の説明 等

営農計画を作成するのは経営主となるあなた自身です！！

必要な情報を求める

市、農林事務所
農協 等



まずは、生活設計を考えましょう。日々の生活費や教育費など、家族の状
況や夢によって必要な金額は変化します。この金額を農業などの所得によっ
て賄うこととなりますので、必要な所得の目標を整理しましょう。

目標を整理したうえで、どこで、何を、どれくらいの規模で生産するのか、
また、施設・機械の導入や資金調達をどうするのか、少なくとも就農から5
年目までの見通しを整理しましょう。

２ 営農計画を作成する前に

（４）営農や施設の導入などに必要な金額はいくらであるか、
このうち自己資金はいくら使えるか、借り入れが必要
な金額がいくらで、どこから調達するか決める。

※ 資金借入の際には、据え置き期間や返済年数、限度額等をよく確認し、

返済に無理がないことを確認する。

（３）必要な施設や機械（規格、価格も含めて）を整理し、
購入するか借りるかを決める。

（２）就農場所、栽培品目（作型や所得）、栽培面積、経営
農地を決める。

－ ２ －

これらが決まらないと営農計画は作成できないよ！

（１）最低限必要な生活費や所得目標を整理する。



(2) 就農場所、栽培品目と栽培規模、経営農地について２

生活設計様式例
西　暦 2015 2016 2017 2018 2019

山口太郎 34 35 36 37 38

花子 30 31 32 33 34

ゆず（長男） 8 9 10 11 12

みかん（長女） 5 6 7 8 9

0 1 2 3

第3子出産 みかん小

学校入学

ゆず卒業

60 10

通常の家計費 200 210 220 220 220

臨時出費 60 10

ローン 15 15 15

合計（A) 215 285 245 220 220

農業所得 100 250 300 320 360

農外収入 100 80 40 10 10

合計（B) 200 330 340 330 370

-15 45 95 110 150過不足（B-A)

家
族
の
名
前

夢やイベント

必要なお金
（万円）

収

入

計

画

（
万

円

）

支
出
計
画

(

万
円

）

家族の年齢を

記 入

人生のイベントや夢

を記入する。

どうやって必要額

を確保する？

就農地 市 地区

【参 考】

居住地 市 地区

(1) 所得目標・最低限必要な生活費の整理２

2-(2)-ア 就農場所

－ ３ －



就農５年後就農年露 地
もしくは

施 設

栽培品目

（作型）
目標所得面積目標所得面積

60万円
１８万円
200万円

１０ａ
８ａ
１０ａ

・
・
・

80万円
10万円
０万円

２０ａ

5a
0a 

・
・
・

露地

露地
ハウス

・
・
・

ナス（夏秋）
はなっこりー
ホウレンソウ

・
・
・

万円ａ
万
円

ａ合 計

生活資金と農業経営に必要な資金が確保できますか？

①栽培候補品目ごとに、１0aあたりの所得、時期別作業時間
※Ｐ．７【参考①】事前整理の手順を参照

①で整理した結果をもとに、
労力を勘案しながら作業時
間が競合しない第2、第３
の栽培品目・栽培面積等を
検討する。

②目標所得と労力、作業時間を勘案して、
経営の柱とする栽培品目と栽培規模（面積）を決定

出来ない

営農計画の作成へ！

チェック！！

（参考）栽培品目と栽培面積の決定方法

農閑期に
アルバイト
をするなど
収入確保策
を検討

出来る！

2-(2)-イ 栽培品目（作型）と栽培面積

－ ４ －

記

入

例



備考所有者面積地番農地の場所

自己所有20a123-1○○地区

地代△円、
施設可

○○○○30a223-2○○地区

中山間直接支払取組有
地代□□円、施設不可△□□30a333-5△○地区

記

入

例

2-(2)-ウ 経営農地

栽培する品目によって、適地や必要な栽培管理、ハウスの有無等が異な
るので、具体的にどういう条件の農地を探すか整理しましょう。

全ての条件を満たす農地を見つけることは難しいので、必要な条件をリ
ストアップして優先順位をつけましょう。
例） ハウスを建てて野菜を栽培する場合

必須 地主さんからハウスを建てることの了解が得られること
必須 年間を通じて水が利用できること。

（井戸水のボーリングが必要な場合は許可が得られること）
必須 ハウス建設のため、ほ場は1枚○○○ｍ2以上であること
必須 日当たりが良いこと
必須 賃借契約を長期間（10年以上）結べること
必須 排水性が良いこと
希望 自宅から車で〇△分以内であること
希望 まとめて〇△□ｍ2程度確保できる場所であること

①探す農地の条件を、優先順位をつけて整理しましょう。

②借りられる農地が見つかったら一覧表にして整理しましょう。

営農計画が完成しても、農地が確保できなければ計画を実行に移せないので

農地探し（農地を貸してくれる人探し）はできるだけ早く始めよう！

借り受け可能な農地の情報は、市町や農業委員会、ＪＡなどの関係機関に集ま

るので、まずは問い合わせてみよう。

条件に適合する農地物件はなかなか出てこないので、就農希望地の農家さん

と仲良くなって、人づてに農地を探すことも大切だよ！

地域ぐるみで農地の保全管理に取り組む中山間地域直接支払制度や農地水

保全管理支払交付金に取り組んでいる場合は、地域への取組参加も必要になっ

てくるので、事前にどういう農地であるかよく話を聞いておこう。

－ ５ －



（４） 資金の借入について２

(３)必要な施設や機械について

資金借用
の有無

購入
・

借用
想定価格

新品
中古

規模
・

規格
施設・機械名

自己資金
自己資金
自己借入
自己資金
資金借入
資金借入

購入
購入
購入
購入
購入
購入

35万円
40万円
30万円
12万円
30万円

280万円

新品
中古
中古
新品
新品
新品

可搬式

400㎡

プレハブ倉庫
軽トラック
トラクター
動力噴霧器
管理機
ビニールハウス

必要な施設や機械を整理しましょう。

－ ６ －

※ 制度資金の借り入れには、営農計画の内容について、金融機関等の審査
をパスする必要があり、使途や申請方法、借入後の出入金管理などに様々
な制約があります。

安易に制度資金に頼らず、まずは自己資金を主軸に計画を立てましょう。

自己資金は？： 万円

 家計費： 万円/月， 万円/年

 施設、機械等をそろえるのに必要な資金：約 万円

 営農をしていく上で必要な運転資金※ ：約 万円
※ 肥料・農薬等の購入費や光熱費など

 借り入れが必要な資金：約 万円

２

記

入

例



農業で生活していくには、どれだけの費用（Ｂ）を投入し、どれだけの売

上（Ａ）を達成し、どれだけの所得（Ｃ）を確保できるか見通しを立ててお

く必要があるよ。

まずは、栽培したいと思う作物の栽培暦や経営指標を入手して、10a当たり

の ①収量、②生産費用、③作業時間を整理してみよう。

所得（Ｃ）を確保するのにどれだけの栽培面積が必要で、どのくらい作業

時間がかかるか考えることで栽培品目や規模、また人を雇い入れる必要があ

るか判断することができるよ。

①収 量 ②生産費用 ③作業時間

④販売単価 ⑤機械・施設

Ａ 売上 Ｂ 費用

Ｃ 所得

× ＋

④’販売費用

①収 量 の試算
栽培しようとする品目の収量構成要素を明確にし、栽培暦や経営指標、先

輩農家への聞き取り結果を基に試算しましょう。

②作業時間の試算
栽培暦を参考にして必要な作業を書き出してみましょう。
整理した作業内容について、研修での実体験や先輩農家への聞き取り、経

営指標等を参考にしながら時期別の作業時間見積もってみましょう。

例）

収 量 ＝ 植え付け本数/10a当たり × 一株の果数 × 平均一果重 × 商品化率

自己資金や期待出来る売上に
対して、費用は適切かな？

面積検討

－ ７ －

【参考①】 事前整理の手順



③生産費用の試算
栽培方法や栽培時期によって生産に必要な資材は異なってきます。②で書

き出した作業内容に併せて必要な資材も書き出し、生産費用を試算してみま
しょう。資材の値段は営農予定地の資材メーカー（ＪＡ等）に確認しましょう。
 種苗費（育苗するのか、苗を購入するのか？）
 農 薬（どんな病気や虫が栽培期間中問題となるのか？それらの発生時期

はいつ頃が多く、どんな農薬をどれだけ散布し、農薬代はどれくらいかか
るのか？）

 肥 料（どんな肥料をいつ散布し、肥料代はどれくらいかかるのか？）
 被覆資材の有無 等

④販売単価の設定と④’販売費用の試算
販売先や販売方法を考えましょう。営農を予定する地域の販売単価の実績

等を情報収集し、販売単価を設定します。販売先によって、販売手数料や包
装 資材も異なります。手数料、包装資材費等も聞き取り、販売費用として
試算しましょう。

⑤機械・施設について
必要な機械、施設を書き出し、大まかに購入金額を置いてみましょう。

購入金額に耐用年数の償却率をかけたものを、1年間の費用として試算します。

○追肥
資材：

○敷きわら
資材

○切り戻し剪定

○圃場片付
○耕耘

定植までにしておくこと
○ほ場の準備
・排水対策（2月中）
・土壌改良資材を播いて耕耘。
（3月上~中旬）

・畝立て、施肥→
雨が降ってからマルチ張り。

※定植7日前までに完了。

○発注資材
・苗 （●●●本）
・支柱（ ●●●本）
・誘引紐
・黒色マルチ（幅■cm長さ■
ｍ）
・アブラムシ対策の農薬
（ △△△△ 500ｇ 1袋）
・ソルゴーの種（■■dL）

定植時
箱剤施用
定植前に灌水
定植
定植後の灌水
仮支柱を立てて誘引
風,虫害対策用のソルゴーを播種

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

×

７月 ８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月ナ
ス
栽
培
暦

最初は難しく感じるか
もしれないけど、作業の
組み立てや費用試算は経営者
への第一歩

地域の先輩農家と仲良くなり、
ずっと応援してもらえる

関係を作っていこう♪

○ホルモン処理
資材：トマトトーン

○花芽の整理

○支柱立て
○整枝、誘引

凡 例
× 定植
□ 収穫

イメージ ：作業暦を基に作業、資材を書き出したメモ

－ ８ －



営農計画は１年間を単位とした計画だから、この資料だ
けでは日々のお金の出入りは見えないよ。

例えば、農作物の売上金額が入るのはいつだろう？売上
金額が入る前に生活費や資材費等の支払いが必要になった
りしないだろうか？

機械の購入費用は数年に分けて費用（減価償却費）に計
上するけど、実際の支払いは購入時に一括で支払う必要が
あったりと、計画（帳簿）上の金額と実際のお金の流れが
異なることもあるよ。

日々のお金の出入りも考えて資金が回るか確認しよう。

－ ９ －

～営農計画作成様式の入手先はこちら～

就農予定の市町や農林水産事務所、農業大学校で入手できます。

なお、農林水産省のＨＰにも、様式及び記載例が掲載されてい
ます。（青年等就農制度）



労働力の過不足を確認するための表

です。栽培品目毎に必要な労働力を旬単位で整理し、各作業者に割

り振って作成します（家族以外の雇用者の労働も含みます）。

① 労 働 時 間 表

３ 営農計画の作成

営農計画は以下の項目で構成されています。事前に整理した内容を所定の
様式に記入し、整合性が取れているか確認します。整合性が取れない場合は、
再度計画の見直しを行います。

－ １０ －

経営の全体像を把握するための表です。

家計費や農外所得を含め、減価償却表・構造分析表・借入金元利表

を総括して作成します。

⑤ 資 金 調 達 計 画 表

借入資金の返済計画を確認するため

の表です。資金を借りる場合、活用する制度資金名・借入額・返済

期間・毎年の返済額を記入して作成します。

④ 借 入 金 償 還 元 利 表

農業所得（農業経営の収支）を確認

するための表です。栽培品目毎に、栽培面積・生産量・売上、販売

額・経営費・農業所得を整理して作成します。少なくとも５年間分

の作成が必要です。

③ 構 造 分 析 表

営農に使用する施設・機械等の取得

計画と、1年間に費用として計上できる「減価償却費」を確認するた

めに作成します。

② 減 価 償 却 表

借
入
金
返
済
計
画

農
業
所
得

費
用
（
減
価
償
却
費
）

費
用
（
家
族
外
の
雇
用
労
賃
）



別添様式３

労働時間・分配

1 2 3 4 5

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

なす △

20a 20 20 0 70 4 10 16 28 48

白菜

8a 4 2 4 13 13 13 13 8

はなっこりー

10a 3

玉ねぎ（早生）

10a 1 1 1 2 1 1 1 60 29 29

玉ねぎ（晩生）

10a 1 1 1 2 1 1 1 60

7 2 4 14 14 15 36 30 3 72 5 11 76 57 137

本　　　　　　人 7 2 4 14 14 15 36 30 3 72 5 11 76 57 97

母 40

雇　　　　　用

雇　　　　　用

雇　　　　　用

7 2 4 14 14 15 36 30 3 72 5 11 76 57 137

区　　分

品
目
・
作
型
別
等
に
よ
る
労
働
時
間

必要となる労働時間の合計：hr

労
働
時
間
の
配
分
方
法

確保可能な労働時間の合計：hr

下段：旬別の必要労働時間をhr単位で記入

栽培品目・作型を記入

栽培面積をa単位で記入

上段：主要な作業を記号で記入 ※凡例を欄外に示すこと

例 凡例 播種：◎ 定植：△ 収穫：■

① 労働時間表の作成

労働時間・分配表では、品目や作型毎に、どの時期に、どれだけの労働時
間がかかるかを書き出します。

労働時間を作業者毎に分配することで、労働力をどのように確保するかを
整理します。

【 記入例 】

6
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中

△
堆肥散布 5

土壌改良資材散布 5

土壌消毒
土壌消毒

耕起 2

整地・畦立 2

元肥散布 3

マルチ被覆 3

定植 32

灌水 3 2 2 2 2 2 2 2

追肥 3 3

整枝、誘引 6 6 6 6 6

防除 3 3 3

収穫・調整 15 25 30

運搬 2 2 2

片付け

10 10 0 35 2 5 8 14 25 38 43

品目：なす
作型：夏秋

3 4 5

10a当たりのナスの作業時間

事前に１０a当たりの作業時間を整理しておき
作業内容を見ながら作付面積に換算して記入。

－ １１ －



6 7 8 9 10 11 12

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

74 84 104 98 140 148 164 154 144 108 100 78 64 52 52 46 46 46 60 0 0 1978

◎ △

2 2 2 20 2 4 2 4 2 4 2 4 2 122

△

15 15 30 3 3 20 3 13 23 25 31 26 24 20 15

◎ △

5 2 3 2 2 4 2 1 2 27

◎ △

29 29 5 2 3 2 2 4 2 1 2 27

108 113 109 98 140 163 179 156 179 117 108 122 73 73 82 79 107 78 113 24 17

80 80 80 80 80 99 90 80 99 80 80 80 73 73 80 79 80 78 80 24 17

28 33 29 18 60 44 40 40 44 37 28 42 2 27 33

20 49 36 36

108 113 109 98 140 163 179 156 179 117 108 122 73 73 82 79 107 78 113 24 17

合計

農業は体が資本だよ！
長い目で見て体に無理が来ないよう、基本的には1人あた
りの1日の労働時間は８時間以内に設定して試算しよう。
家族内で労働力が確保出来ない場合は雇用も検討し、雇用
労賃を見積もろう。
一般的には、経営指標をもとに想定していたよりも作業時
間がかかることが多いよ。

－ １２ －

作成上の注意
労働時間表は、営農計画の全期間分の作成が必要です。品目や作型、
規模に応じて作成しましょう。



② 減価償却表の作成

－ １３ －

２－（３）で計画した施設や機械
について減価償却表を作成しよう。

減価償却表では、営農で使用する施設・機械・備品等の取得計画を取得年
月、価格も含めて書き出し、1年間に費用として計上できる「減価償却費」
を計算して整理します。

【 記入例 】

計算例
○ プレハブ倉庫の新品を、令和２年１月に100万円で購入。

取得価額 償却率（耐用年数） 減価償却費

1,000,000 × 0.143（７年） ＝ 143,000円／年
⇒令和２年～7年までは毎年143,000円、令和8年は残りの141,999円を

減価償却費として計上。（備忘価格１円を残して償却）

○ ビニールハウスの新品を、令和２年４月に500万円で購入。
取得価額 償却率（耐用年数） 減価償却費

5,000,000 × 0.1（10年） ＝ 500,000円／年
令和2年は4月～12月までの９か月間なので、月割り計算して計上する。
500,000円×9か月／12か月＝375,000円
令和3年～11年の9年間は1年間分の500,000円、令和12年は残りの124,999円
を減価償却費として計上。



－ １４ －

～減価償却資産と減価償却費のこと～
建物や機械、器具備品、車両運搬具などの資産は、一般的には時間

の経過等によってその価値が減っていきます。このような資産を減価
償却資産といいます。

減価償却資産の取得に要した金額は、取得した時点で全額を費用
（必要経費）とすることは出来ません。資産の使用可能期間（法定耐
用年数※）で分割して「減価償却費」として費用に計上します。
※法定耐用年数は国によって定められています。国税庁のＨＰで最新情報を確認

して下さい。

１ 使用可能期間が1年未満のもの又は取得価額が10万円未満のものは、取得価額の全額を
業務の用に供した年分の費用（必要経費）とします。

２ 中古資産の耐用年数は、法定耐用年数によらず、次の年数によることができます。
（１）中古資産をその用に供した時以降の使用可能期間（見積り年数）
（２）見積もりが困難な時は次の①または②の区分に応じ定める年数（簡便法）

① 法定耐用年数の全部を経過した資産 ＝ 法定耐用年数 20%

② 法定耐用年数の一部を経過した資産 ＝ （法定耐用年数－経過年数）＋
経過年数 20％

注）この算式で計算した年数が2年未満の時は2年、1年に満たない端数は切り捨て。

３ 取得価額が10万円以上20万円未満の減価償却資産については、その一括した
減価償却資産の取得価額の合計額の3分の1に相当する金額を、その業務の用に供した
年以後3年間の各年分において費用（必要経費）に算入することができます。

【 記入時の注意事項 】

就農時に取得した機械が壊れた
場合も想定し、新たに導入

する計画も記入。



③ 構造分析表の作成

農業所得を把握するため、１年間の売上や経費を構造分析表を作成し
整理します。少なくとも5年間分作成します。

－ １５ －

【 記入例 】



※資金の借入がある場合は、返済完了年までの作成が必要です。

－ １６ －

：計算値が入ります。エクセルシートでは数式が

入っており、自動で計算されます。

※取得価格の１％程度
※取得価格の４～５％程度



別添様式２

借入金償還元利表

1 1,500,000 種苗費他 Ｈ２７．４ 5 15 0.0% Ｈ４１

2 青年等就農資金 325,000 管理機購入 Ｈ２７．４ 3 10 0.0% Ｈ３６

3 2,771,000 ハウス建設 Ｈ２８．３ 3 10 0.0% Ｈ３７

4,596,000

元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円)

1 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000

2 46,000 0 46,000 46,000 0 46,000 46,000 0 46,000

3 396,000 0 396,000 396,000 0 396,000 396,000 0 396,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

合計 592,000 0 592,000 592,000 0 592,000 592,000 0 592,000

元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円)

1 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000

2 0 0 0 0 0 0

3 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

合計 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000

№
平成３９年 平成４０年 平成４１年

合　　　計

№
平成３３年 平成３４年 平成　３５年

新規就農資金

青年等就農資金

償還期間 利 率 完済年月№ 資金名 借入額(円) 使途目的 借入年月 据置期間

④ 借入金償還元利表の作成

借入金償還元利表では、就農開始当初の運転資金や施設・機械の整備に
各種資金を借入した場合に、毎年どのような資金をどれだけ返していくか
を整理します。

－ １７ －

２－(3)、２－(4)、3-②で作成した表を見ながら検討、作成しよう。

償還期間：据え置き期間を含めた
返済期間。
※資金毎に期間の年限がある。

据置期間：元金の返済が猶予さ
れる期間。
※資金毎に年限の設定がある。

【 記入例 】



元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円)

0 0 0 0 150,000 0 150,000

49,000 0 49,000 46,000 0 46,000 46,000 0 46,000

0 0 395,000 0 395,000 396,000 0 396,000

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

49,000 0 49,000 441,000 0 441,000 592,000 0 592,000

元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円)

150,000 0 150,000 150,000 0 150,000 150,000 0 150,000

46,000 0 46,000 0 0 0 0

396,000 0 396,000 396,000 0 396,000 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

592,000 0 592,000 546,000 0 546,000 150,000 0 150,000

元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円) 元金(円) 利子(円) 計(円)

0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

平成３７年 平成３８年

平成４２年 平成４３年 平成４４年

平成３６年

平成３０年 平成３１年 平成３２年

１ 資金によって使途、据置期間、償還期間の年限が異なるので確認をしてく
ださい。（余裕をもって早めの返済設定をお勧めします。）

２ 表には全ての資金の返済を完了する年までの数字を記入します。

３ 資金の借入額は千円単位です。

４ 毎年の返済額は均等割り（毎年同額）となりますが、割り切れない額に
ついては、初年度の返済額で調整してください。

例）５０万円借りて、7年で返済する場合。
初年度74,000円 ２年目～7年目 71,000円

【 記入時の注意事項 】

－ １８ －

返済期間を年限のギ
リギリで設定してい
ると、天災等、もし
もの時に行き詰って
しまう。
少し余裕を持った返
済計画を考えよう。



（農）弥富５区

⑤ 資金調達計画表の作成

資金調達計画表は、これまで作成した、労働時間表、減価償却表、構造分
析表、借入金元利表を総括して作成し、経営状況の全体を把握する表になり
ます。

生活、経営が成り立たない場合は、再度計画の見直しを行います。

－ １９ －



家族に説明できるだろうか？
分かって応援してもらえる内容
だろうか？

関係機関や金融機関に説明
できるだろうか？

責任・覚悟・実現性…ＯＫ？

－ ２０ －



将来効率的かつ安定的な農業経営の担い手に発展するような青年農業者等と
見込まれる者を対象とするため、次の要件を達成することが必要です。

① 新規就農、もしくは農業経営を開始してから５年を経過していない者であ
ること

② 年間農業従事日数が１５０日以上と見込まれること

③ 就農おおむね５年後に達成すべき農業所得目標が、市町の基本構想に掲げ
る農業所得以上であること。

【参考②】 青年等就農計画制度について

－ ２１ －

（１）青年等就農計画制度とは
青年等就農計画制度は、平成26年4月から「農業経営基盤強化促進

法」に位置付けられた制度で、新たに農業を始める方が作成する青年
等就農計画を市町が認定し、これらの認定を受けた新規就農者に対し
て重点的に支援措置を講じようとするものです。

⇒制度に基づき計画の認定を受けた新規就農者を認定新規就農者と
いいます。

（２）制度の対象者（青年等就農計画の認定を申請できる方）
対象者は、新たに農業経営を営もうとする青年等※で、以下に当ては

まる方です。

1.  青年（原則18歳以上45歳未満）
2. 特定の知識・技能を有する中高年齢者（65歳未満）
3.  上記の者が役員の過半数を占める法人

※農業経営を開始して一定の期間（5年）を経過しない者を含みます。
※認定農業者は含みません。

（３）青年等就農計画の作成・認定等の流れ
ア）新規就農者が「青年等就農計画」を作成して市町に提出

※営農計画は添付資料として必要
↓

イ）市町が同計画を基本構想に照らし審査。基本構想と合致していれば認定。
↓

ウ）市町は青年等就農計画を認定後、当該計画申請者に通知
↓

エ）市町、県、農協等の関係機関により、計画達成のフォローアップ等を実施

認定新規就農者の認定要件



－ ２２ －

（４）認定新規就農者であることを要件とする主な施策
新規就農者に対する無利子資金制度（青年等就農資金、新規就農資金）

農業経営の開始に必要な機械・施設の取得や資材購入などに充てる
無利子の貸付制度が活用できます。
※資金貸付の可否は金融機関が行います。認定新規就農者であれば必ず

貸付が決定されるものではありません。

新規就農資金青年等就農資金区分

農業経営基盤強化促進法に基づき、市町から青年等就農計画の認定を
受けた者（認定新規就農者）

貸付対象者

＜県単独資金＞
就農後３年度間に必要となる初度
的経営資金
・生産費用
・販売費用
・管理費用
・研修費用

・農地の改良、造成
（土地の購入費は除く）
・農地の賃借権等の取得
・果樹の植栽、育成
・家畜の購入、育成
・農機具等のリース料
・創立費、開業費等
・農薬費、肥料費、飼料費等
・施設、農機具の改良、造成、取
得に要する経費

貸付対象

無利子無利子貸付利率

年額250万円×３年＝750万円3,700万円（個人・法人）貸付限度額

15年17年償還期間

5年5年据置期間

農協
日本政策金融公庫（農協等民間金
融機関による転貸も可）

貸付主体

就農時の運転資金就農時の設備資金、運転資金
備考

（使い分け）

新規就農関連資金一覧表

新規就農者育成総合対策（経営開始資金）
農業経営開始１～３年目150万円/年の定額給付

※前年所得600万円未満、就農時50歳未満、認定新規就農者等の要件
があります。（年度により、給付額、給付要件等は変わるので、詳細
は担当者にご確認ください）

※営農計画の作成において、給付金を収入に計上することはできません。



営農計画作成の手引き（初版H26年12月、美祢農林事務所、宇部市、美祢市、山陽小野田市）

令和２年10月一部修正：農林総合技術センター就農・技術支援室

令和４年 ５月一部修正：農林総合技術センター就農・技術支援室

令和５年４月一部修正：農林総合技術センター技術革新普及グループ

令和８年4月一部改正：農林総合技術センター技術革新普及グループ


